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２ 健康の状況 

（１）健康状態の変化 

この 18 年間で、健康状態が「よい」と思っている者の割合は減少傾向 
 

第１回調査から 18 年間の健康状態の変化をみると、「よい」と思っている者は、第１回 84.8％から第 19 回

では 75.1％と減少傾向となっている（図２）。 

また、第１回の健康状態別に第 19 回の健康状態をみると、「よい」から「わるい」に変化した割合は 18.6％

となっている（表２）。 
 
 

図２ 第１回調査からの健康状態の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 第１回の健康状態別にみた第 19 回の健康状態 

注：総数には第１回及び第 19 回の健康状態の不詳を含む。 
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（２）健康維持のために心がけていることと健康状態 

第１回調査から継続して健康維持のために心がけていることについて、健康状態が「よい」と思っている

者と「わるい」と思っている者を比べると、男は「適度な運動をする」、女は「バランスを考え多様な食品をと

る」で最も差が大きい 
    

健康維持のために心がけていることとして挙げられている各項目に関し、第 1 回から第 19 回の全ての調

査回で当該項目を選択した者について、第 19 回の健康状態による差（「よい」と思っている者に占める割合

－「わるい」と思っている者に占める割合）を項目別に比べると、男では「適度な運動をする」が 4.6 ポイントと

最も高くなっている。女では「バランスを考え多様な食品をとる」が 5.8 ポイントと最も高く、次いで「適正体重

を維持する」が 5.7 ポイントとなっている。（図３） 

 

図３ 性・第１回から継続して健康維持のために心がけている 
内容（複数回答）別にみた第 19 回の健康状態の差 

注：第 19 回の性別ごとの健康状態が「よい」又は「わるい」と思っている者をそれぞれ 100 とした割合 

の差（「よい」－「わるい」）である。 
 

 

（３）社会参加活動と健康状態 

第１回調査から継続している社会参加活動について、健康状態が「よい」と思っている者と「わるい」と思

っている者を比べると、男は「スポーツ・健康」、女は「趣味・教養」で最も差が大きい 
    

この１年間の社会参加活動として挙げられている各項目に関し、第 1 回から第 19 回の全ての調査回で

当該項目を選択した者について、第 19 回の健康状態による差（「よい」と思っている者に占める割合－「わ

るい」と思っている者に占める割合）を項目別に比べると、男では「スポーツ・健康」が 8.9 ポイントと最も高く、

女では「趣味・教養」が 9.4 ポイントと最も高くなっている（図４）。 

 
図４ 性・第１回から継続している社会参加活動別にみた第 19 回の健康状態の差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：第 19 回の性別ごとの健康状態が「よい」又は「わるい」と思っている者をそれぞれ 100 とした割合 

の差（「よい」－「わるい」）である。 
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